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令１１４ 年度鬼ゴヒｍＴ上水ｌ：水Ｘ４奥をき十画

１　 基本方針

（１ ）採木場所は、水道法で検をが義務付け られている給水栓に加 えて浄水場ｉ 口と しま す。 また

原木Ｒび水逎、についても水質の確認のため検査を行います。

（２）検査項 目は水質基準項目 。浄水場の維持管３１上必要な項目 ・び水源の状２を把握する のに必

要な項目 とし ます。

（３）検査回数

①　水道まにあづき、 き、 濁り 、・ｉ・素等の４ｊｌをは、給水栓で１ 日１ 回行います。 また、一般

細菌、大腸菌等の水質基準 １１　亀目の検をについては、給水栓においてＪＥ１　１　回ｆｉ－います。

②　年１ 回ぷ上あるいは３ 年に １回ぷ上に検戞。の回数をａ手口す るこ とがｉ：ｒ加な水質あ準ＪＩ目に

ついては、給水栓にお いて のｉｉ去の検査結果に より 、年 １回 ある いは ３年に１ 回行 いま す。

③　浄水場Ｒび水・の検を回数につ いて は、 それぞれの状Ｓににじ てａ定し ます。

２　 水道事業の概要

（１）給水状況

①　ね水Ｒ域

②
③

④
⑤
⑥

（２）

給水人口

給水Ｆ数

計画一日最大給水量

一日最大給水量

一日平均給水量

水源の４５称Ｒび種９ｊ

４５　　 称　　 種　別

大藤水源　　 浅井戸

近永第２ 水蠢　浅Ｊｔア≡ｉ

成Ｊ ＩＩ 水源　 表流水

鬼ｔｌｌＴｌｊ；ｌ（近永，好藤， 愛治，Ｅａ地ｇの一部，ａび泉地区，日吉

地ＩＺの一部）

９， ５７５人 （令和２ 年度末）

４， ８３７戸

５， ７１ ５． ０㎡

４， ００２． ０㎡

３， ５０４． ０㎡

１　称

下大野水源

生Ｅ日水源

出口水源

（３）浄水場の４５称ａび浄水処ＪＩ方法

浄水場４５　　 水源 ４５

大藤浄水場　 大藤 水源

広ｊｌ浄 水場　 近永第２水素

近永浄水 場　 ｉ１１永第２水源

成ＪＩＩ 浄水場　 成ＪＩＩ 水源

下大野浄水場　 下大Ｗ水源

葛Ｊ ＩＩ 浄水 場　 葛ＪＩＩ 水源

種　別

表流木

表流水

表流水

Ｅ水 能力

２， ３００　ｒｒｉ／日

９６８　ｒｒｆ／日

４３２　ｒＴｉ／日

４００　ｎ・ｉ／日

４５　ｒＴＩ／日

３３７　ｒｒｉ／日

１－

４５　称

葛Ｊ ＩＩ水源

清水水戛、

－ノ 又水源

種　別

表流水

表流水

表流水

４５　称

大宿水源

回野４水源

処　　 ミ　　 方　　法

横流式沈殿池、急速ろ過

緩速ろ過

緩速ろ過

横流式沈殿池、急速ろ過

緩速ろ台

横流式沈殿池、急速ろ過

種　別

表流木

表流水



浄水 場４５

大宿 浄水場

生Ｅ日浄 水場

清水浄水場

ｉ！！ｉ野４ 浄水場

・き 浄水場

水　源　４１；

大宿 水源

生・ 水源

清水 水源

Ｓ野 ４水素

－ノ又水源

配水 能力

９１　ｒｒｉ／日

３４　ｒｒｉ／日

２９５　ｒＴｉ／日

５０　ｒｒｉ／日

６７４　ｒｒｉ／日

処　　ミ　　方　　法

緩速ろ過

緩速ろａ

緩速ろ過

緩速ろａ

緩速 ろｉｉ

３　 原木Ｒび浄水の水質状況

（１ ）原水の水質状２

原木水質の汚染Ｓ因２１び水質管ミ上注目すべき水質項目

浄水 場４５　　　　　 原水水質の５ｉ染要因

大藤４木 場　 ごこける高濁水発生
広ｊｌ浄 水場　 降雨時における高濁水発ま

近永 浄水 場　 木日ヨ耕作時における濁水発ｊＥ

成Ｊ ＩＩ 浄水 場　 降ｍ時における高濁水発生

下大野浄水場　 降雨時における高濁水発生

葛Ｊ ＩＩ 浄水 場　 降珮時における高濁水発ま

大宿 浄水 場　 降ｍ時における高濁水・ｊＥ

ｔＥ日浄 水場　 降ｍ時における高濁水発生

清水 浄水 場　 降ｍ時における高濁水発ま

ｉ！！ｉ野４浄水場　 降戛時における高濁水き生

回を 浄水 場　 降ｍ時における高濁水ｊき生

水質管３ミＩ上注目すべき水質項目

濁度

臭気物質 一生物（プランク トン）

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

濁度

（２）水道水の水質状２

水道法に基づき毎日検査を行っ て、 水道水の水質の安を性を確認しています。

４　 採水場所

（１）浄水場出口

浄水処ミが適 ｉＥ に行われてい るこ とを確認する ため、浄水場の出 口で濁度、Ｐ Ｈ、 残留塩素濃

度などを検査します。

（２）給水栓

水質基準項目 検査の採水場所は、回ａ水系統 ごと にＩＴＩ大１　１７ 箇所 をｉｌ定 します。 また、毎 日検査

の採水場所は、ｉｉ！水系統ごとにＩＴ Ｉ大１１ ７箇所を選定 します。

－２－



番号　 浄水場

１

２
　

３
　

４
　

５
　

６
　

７
　

８
　

９
　
扣

１２

１３

１４

１５

１６

１７

大　藤

広　見

近　永

成　ＪＩＩ

Ｅ水ＩＺ

大　藤

奈　良

広　見

成　藤

吉　波

近　永

成　 ＪＩＩ

牛野ＪＩＩ

下大野　　 下大野

葛　　 ＪＩＩ

葛　 ＪＩ Ｉ　　 古　用

小　松

大　宿

生　 日ヨ

清　水

Ｓ野４

面　谷

合

大　宿

生　 Ｅ日

清　水

西野４

面　谷

計

検査箇所

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１７

検

岩　谷

近　永

近　永

内深Ｅ日

ｉ！！ｉ　仲

近　永

奈　良

北　川

下大野

川　上

延　川

小　松

大　宿

生　 日ヨ

畔　ａ

Ｓ野４

下鍵ぽ１

査　 地　 ｊａ

泉Ｑ Ｒ館

役場 ｌｌｌｊ ・館

松　 本　宅

好藤 ＱＲ館

西仲 Ｑ園

近永 集会 Ｓｉ

４１ 組集 会所

牛野ＪＩ Ｉ集会所

佐　 竹　宅

ＪＩ Ｉ上 集会 Ｓｉ

和　 日ＥＩ　宅

久保 集会所

大宿 集会所

西　 ＪＩＩ　宅

大手 集会所

／ｈ　 西　宅

下鍵 ＬＬ』む園

備　　考

５　 水質検査項目 と検査回数

（１）給水栓

①　木戮。検を・目

表１ の水質基準項目５１項目について検査します。

また、毎 日検査については、表 １に示す １日 １回行う 検査項目 につ いて検査 します。

②　ａを頻ま

表１ の項目Ｎｏｌ 、２、３８、 ４６～５１の ９項目については、ＪＥ１　１　【ｉｉ】検査 します。

表１ の項 目Ｎｏ６、８ ～１ ２、 ２１ ～３ １、 ３３ 、３４の へ９ 項目 につ いて は、 年４ 回検査し ます。

（注）： Ｎｏ へ２ 、Ｎｏ３３、 Ｎｏ ６、 Ｎｏ３４ の項 目は省略ｉｌ能ですが、Ｎｏ１ ２： フツ 素ａびそ の４ヒ合物と Ｎｏ３３

アル ミニウムａびそのｔ合物はａ去に検ｉ事例が１４ あり 、Ｎｏ６ ：鉛ａびその化合物と

Ｎｏ３４ ：鉄心びその４ヒ合物について はＥ管か らの溶出 と・われる検ｍ事例がある ため、

年４ 回の検査 とし ます。

第１ の項 目Ｎ０．４２ は、 大藤 ・奈ａ一 成藤について発生１！ｉ！み時期に検を します。

表１ のその他の２３項 目については、３ 年に １回検査 します。 （２０２４年 ４　ＪＥＩ検査予定）

－３－



（２）浄水場

①　水Ｘ４１１エ１日

浄水場の維持管ＥＦＩ上必要な項目 （原木濁度、 浄水濁度、残留塩素濃度） につ いて検査 しま す。

②　４奥をＳま

浄水場で常時監視を行います。

（３）水源

①　水質検を・目

表２ の基準項 目３９項目について検査します。ま た、 クリ プトスポ リジウムの指標ｉについ

て検査し ます。

②　検を狐ｔ

基準項目については、 兔。水源で年 １回検を （１ ０　ＪＥＩ） します。

－４－



表１

番号

０１

０２

０３

４
ｒ
ｈ
り

《
ｈ

ｕ
７

０
０

０
０

０８

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

へ８

１９

２０

２１

り
乙

９
ｕ

４
ｒ
ｎ
ｙ

｀
ｈ
ｖ

り
乙

り
乙

Ｑ
乙

ｎ
∠

り
乙

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

１
り

乙
３

４
″
ａ

４
４

４
４
４

６
７

８
９

０
１

４
４

４
４

５
ｒ`
り

号
１

２
３
４

番
０

０
０
０

給水栓の水質検査

水　質　基　準　項　目

一般細菌

大腸菌

カド ミウムａびそのｔ台物

水銀ａびその４ヒ合物

セレンａびその化合物

鉛ａびその｛ヒ合物

ヒ素ａびその｛ヒ台物

六価クロム４ヒ合物

１１硝酸態Ｓ素

シアン４ヒ物イオンａび塩化シアン

硝酸態窒素ａびｊｉ硝酸態Ｓ素

フツ素ａびそのｔ合物

ホウ素ａびその化合物

回ａ｛ヒ炭素

１． ４－ ジオ キサン

シスー１ ．２－ジクロ ロエチレンｊｌび トラ
ンス ー１ ．２－ジ クロ ロエ チレン

ジク ロロメタン

テト ラク ロロ エチ レン

トリ クロ ロエチレン

ペンゼン

塩素酸

クロ ロ酢酸

クロ ロホルム

ジク ロロ酢酸

ジブロモクロ ロメ タン

臭素酸

総ト リハ ロメ タン

トリ クロ ロ酢酸

ブロモジクロ ロメ タン

ブロ モホルム

ホルムアルデ ヒド

ｉｉ鉛ａびその４ヒ合物

アルミニウムａびその化台物

鉄ａびその４ヒ台物

銅ａびその｛ヒ台物

ナト リウムａびそのｔ合物

マンガンａびその ｆヒ合１１１

塩４ヒ物 イオン

カルシウム、 マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界回ｊｌ性剤

ジェ オス ミン

２－ メチルイ ソボルネオール

非イオン界面ｊＺ１性剤

フェ ノール類

有機物（を有機物炭素 （ＴＯＣ）の鼈．）

ＰＨ値

昧

臭気

度
度
　
　
　
　

り
昧

色
濁
　
　
　

色
濁
臭

１日 １回 ｌｉ う検・・目

消毒の残留効果（残留塩素）

あ　 準　値

（ｍｇ／ ｜）

１００個 ／ｍ ｌ　ｌａ下

］Ｆ検ｉ

０． （）０３ 以下

０． ０００５ 以下

〔〕 ．０１以下

０． ０１ 以下

０． ０１ 以下

０． ０２ 以下

０． ０４ 以下

０． ０１ 以下

１０．０ 以下

０． ８以下

へ． ０以下

０． ００２以下

０． ０５ 以下

０． ０４ 以下

０． ０２ 以下

０． ０１ 以下

０． ０１ 以下

０． （）１以下

０． ６以下

０． ０２ 以下

０． ０６ 以下

０． ０３ 以下

０． １以下

０． ０１ 以下

０． １以下

０． ０３ 以下

０． ０３ 以下

０． ０９ 以下

０． （）８以下

１． ０以下

（）．２ 以下

０． ３以下

｜． ０以下

２ＤＯ以下

０． ０５ 以下

２００以下

３００以下

５００以下

０． ２以下

（） ．００００１ 以下

０． ００００１以下

０． ０２ 以下

０． ００５以下

３以下

５． ８～ ８．６

異常 でない

異常でない

５度な下

２ま は下

評　　価

叉常でない

異常 でない

異常 でない

０． １ｍｇ／１は上

ｉｉ ・３ 年間の

最　　高　　値

（ｍｇ／ ｜）

９６ 個／ｍｌ

；Ｆ検ｉ

０． ０００３ 未満

０． ００００５未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ００２未満

０． ００４未満

０． ００１未満

１．５

０． ０７

０． ０２

０． ００ ０２ 未満

０． ００５未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ００１未満

０． ３０

０． ００２未満

０． ０４９

０． ０２４

０． ００２

０． ００１未満

０． ０５４

０． ０２９

〔〕 ．００８

０． ００１未満

０． ００６

０． ００５未満

０． ２９

０． １５

０． ０１ 未満

７．４

０． ００５未満

８．２

５２

８６

０． ０２ 未満

０． ００ ００ １３８

０． ０００００１ 未満

０． ００５未満

０． ０００５ 未満

１． ４６

８． ０１

異常なし

カピ臭

１４ ．９

２．８

検査実施回数

３６５回／年

３６５回／年

３６５回 ／年

３６５回／年

－５－

施ｌｉ規・

によ る検

をの基本
の回数

へ［回］ ／Ｊ１

１［ｉ］／ＪＥ１

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

｜回／ｊｉ

４回／年

４回／年

４回／年

発生時Ｍに
Ｊ１ １回な上

４回／年

４回／年

へ回／ｊＥ１

へ回ノＲ

Ｉ［回］／ｊＥ１

１回 ／ｊｌ

ｌ［回］ ／ＪＥＩ

Ｉ回ノ叭

省略の

・ｒ　否

不　可

不　可

省略ｉｌ

省略 ｉｌ

省略 ｉｌ

省略ｉ５１

省略ｉｌ
ｍ
Ｊ

ｇ
Ｗ
。
一
｀
’

一
や

ぶ
こ

ヤ
ぞ

省略’ヨＩ

省略ｉ「

省略ｉｌ

省略 ｉｌ

省略 ｉｌ

省略ｉｌ

省略 ｉｉｌ

省略 ｉｌ

省略 １５１

ヌ
。

『
Ｑ

ｇ
『
”
。

『
ｈ

ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ

ｗ
．
’
。

｛
’

。
ｇ

羊
ぞ
一
个

一
巾

ぶ
こ

巾
ぞ

一
个

｝
や

一
や

一
个

省略 ｉＪ

省略 ｉｌ

省ぬｉ５１

省略ｉｌ

省略 ｉ５１

省略 ｉｌ

不　可

省略ｉｉＪ

省略ｉｌ

省略 ｉｌ

省略 ｉｌ

省Ｓｉ５Ｊ

省略ｉｉｌ

省略 ｉｌ

ｇ
一
”
。

ｇ
一

り
ｇ
ｇ

ぞ
一
个
一
个
一
个
一

个
ぞ

検を実施
頻　　度

１回／ｊｌ

ｌ回／ＪＥ１

１回／３年

１回／３年

１回／３年

４回／年

１回／３年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

へ回／３年

１回／３年

１回／３年

１回／３年

へ回／３年

１回／３年

１［回］／３年

１回 ／３年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

｜回／３年

４回／年

４回／年

１回 ／３年

へ回 ／３年

１［目／３年

１回／ｊＥ１

１回／３年

へ［ｉ！］／３年

１回／３年

１［回］／３年

｜回／３年

１［回／３年

１回 ／３年

｜［回／ ＪＥ１

１回 ／ＪＥ１

１回／ｊＥ１

１回 ／ＪＥ１

へ［ｉ］ ／ＪＩ

Ｉ回 ／Ｊｉ



表２　水質検査計画

番号

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

７
８

八
り

０
１

４
４

４
ｒ
ｈ
り

″
｀
り

水　質　基　準　項　目

一般細菌

大腸菌

カド ミウムａびその化合物

水銀ａびその化合物

セレンａびその化合物

鉛ａびその４ヒ台物

ヒ素ａびそのｔ台物

六価 クロ ム化台物

！ｌ硝酸態Ｓ素

シアンｔ物イオンａび塩４ヒシアン

硝酸態Ｓ素ａび！ｌ硝酸態Ｓ素

フツ素ａびその社；合物

ホウ素ａびその化合物

回塩 ４ヒ炭素

１． ４－ ジオキサン

シスー１ ．２－ジクロ ロエチレンａびト
ラン スー ｜． ２－ジク ロロ エチ レン

ジク ロロ メタン

テト ラク ロロ エチ レン

トリ クロロエチレン

ベンゼン

塩素酸

クロ ロ酢酸

クロ ロホルム

ジク ロロ 酢酸

ジブロモクロ ロメ タン

臭素酸

総ト リハ ロメ タン

トリ クロ ロ酢酸

ブロモジクロ ロメ タン

ブロ モホルム

ホルムアルデ ヒド

－ａ、びその ｆヒ合物

アルミニウム２１びそのｔ台物

鉄ａびその４ヒ台物

銅ａびその化台物

ナト リウムａびその４ヒ合物

マンガンａびその｛ヒ合物

塩ｔ物イオン

カルシウム、 マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオンＷｉｉ活性剤

ジェ オス ミン

２－ メチ ルイ ソポルネオール

非イ オン界ｉｉ活性剤

フェ ノール類

有機物（全有機物炭素 （ＴＯＣ）の量）

ＰＨ値

味

臭気

色度

濁度

検査実施

頻　　度

１回ノＲ

ｌ［ｉｉ］ノＲ

１回 ／３年

１回／３年

１回／３年

４回／年

１回／３年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

１回／３年

１［ｉ］／３年

へ回／３年

給水栓の 水質検耄づ、Ｒ） 原水

４　　 ５　　 ６　　 ７　　 ８　　 ９　 へ０　 １１　 １２　　１　　 ２　　 ３　 へ０

１回／３年

１回 ／３年

へ回 ／３年

１［回］／３年

１［回］／３年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

４回／年

１回／３年

４回／年

４回／年

１回／３年

１回 ／３年

へ回／３年

へ回ノ叭

１回／３年

１回 ／３年

１回／３年

１回／年　○

へ回／３年

１回／３年

１［ｉ］／３年

｜［回］ ／ｊＥＩ

Ｉ回／ＪＥＩ

Ｉ［回］／ＪＥ１

へ回／ＪＥＩ　　　　＿

｜［ｉ］ ／ＪＩ

Ｉ回ノＲ

－６－



６　 臨時の水質検を

水質異常が発生し て、 水道水が水質基準に適合し ない懼れがある場合に は、 直ち に取水を停止する

とと もに、水源、 原水、給水栓などの水質検査を臨時にぞｉいます。

水質検査項目 は基本的に全項目 としますが、 状・に応 じて項目 を決定します。

①　水蓊の水質が・し くＳ化した鸚

・ぞ明の原因によ って色Ｒび濁りに著しい変化が生じた場合

・集中豪 雨、 湊水の時

・渇水の嶌

・障害包。物が増殖した時

②　水Ｊに異常があったＥ時

・臭気又は味に著 しい変化を生 じた場合

・魚がＲんで多数浮上 した場合

③　水・イ才ｉ！ｉ、 お水区なＲびその周回にお いて消化；器ｉき４きが流石－ して いる Ｆ４

④　浄水ａａにＸ常があっ た時

⑤　Ｅ水丶の大縦ａなエ奉そのｔ水■施ａが・し く汚４された・れがあ る１４

⑥　そのｔ特に心Ｒがある と認められる時

７　 水質検査方法

水質検査は、 水道事業者自 らが行う こと が原則と なっ ていますが、 毎日検査は夕１ヽの水質基準項 目の

検をにつ いて は、 水道法第 ２０ 条第 ３　ｇｌの規定に より 南予ｔ方水道水質検をセンターに委託して行い

ます。

８　 水質検査計画Ｒび検査結果のむ表

水質検を計画は、 毎事業年度の開始前にホームページでむ表します。ま た、 水質検査結果につ いて

も、 ホームページでむ表し ます。

９　 水質検をの精度と信頼性保証

検ま１１ 日は、１種ま様にわた って おり 、中には超微量のＩｌｌ定 ＪＩ 目も あり ます。水１ｒ検査に係る測定

値の信頼性を確保する ため、ｉＥ確かつ精度の高い検査体制を有している南予１１！！方水道水質検査センタ

ーに委託 して水質検査を実施し ます。

共回検査機関である南予水道水質検査セ ンタ ーにおいては、原則と して、基準値の１ ／１ ０の定量下

限を確保 し、 １／ １０ 付近の変動係数（ ＣＶ 値） が無機物では １０‘Ｍ）な ｜；ｊ；ｌ、 有機物では２０９６な １プＳＩ の精度で

水質検査を実施します。また、 精度管ミのため、 ■媛県を衛・環境Ｗ究所の ｒ精度管ＥＦｌｇ究会Ｊａび

厚生労働省の 「水道水質検をの精度管ＩＩに関する統一資料調査」 に参加し、水質検査精度の向上に努

めます。

１０　関係者との連携

水Ｓ等で水１ ５万染事ながＳ・ した場台は県環境政策ほ、 宇れ］島保健所その他関係機戛と情報交換を

回り なが らＥ脱ｔ調をを行 い、 安全でお いし い水道水を供給す るこ とが皀来るよ う水質ｌミに努め ます。

－７－


